
憶を残してあげたい！」そんな麻貴さんの思いが口コミで広
がり、イベントやお祭りの参加・発表会と徐々に活動が広がっ
ていきました。

★創業から5年、今後の目標と夢
ついに自主発表会が開催できるまでになりました！
2022年「西荻地域区民センター」で2回、2022年「座・

高円寺」では照明や映像を使い、ショーに高めた発表会を開
催。

今 年2023年12月24日
には「セシオン杉並」で
発表会を予定しています。

夢はOB・OGも呼んで
「杉並公会堂」の大ホール
で開催することです。
★踊る楽しさを知り、ダンスを好きになること

生徒のレベルに合わせ、レッスン中の姿をしっかり見るこ
とが大切です。

得意・不得意な部分はそれぞれ違
うので根気強く教え、しゃべる子・
しゃべらない子、どうすれば伸びるの
か、それぞれの性格を見極めます。

上手くできた時の子どもの表情を
見るのは本当に喜びです。
★最後に

子どもに習わせたいパパもママも・実はダンスを習ってみ
たかったパパもママも、子どもから大人まで体験レッスンに
来てください。

体力づくり・自信づくり・笑顔をモットーにこれからも活
動していきます。

★ダンスとお菓子作り
TV番組「少年チャンプル」

に衝撃を受け、16歳でロッ
クダンスを始め、その後ヒッ
プホップに転向しました。

都立小平高校外国語コース
で英語を学びながら、文化祭
でLOCKダンスを披露していました。

しかし麻貴さん自身はお菓子作りが好きで、パティシエへ
の道を考えていました。
★パティシエに

目白大学短期大学部製菓学科第一期生として入学。
ダンスサークルに入り100人以上の部員の活動をまとめて

いました。
卒業後はフレンチ、カジュアル、レストランでパティシエ

としてお菓子作りを担当。
その後、荻窪天沼のパティスリー・アンファミーユの社員

となりましたが、定休日にはダンスがやりたくてワンコイン
レッスンを始めました。
★ダンスを仕事にしたい！
「アンファミーユ」の高木シェフから「あなたの中のダンス

を出しましょう！」と、隠し切れない“ダンス愛”を見通されて
背中を押され、もう一度ダンスにチャレンジしたいと退職を
決意。シェフは恩師であり恩人だと感謝しています。
★半年後に初めて依頼が1件

仕事を辞めたものの、全くのゼロからスタートでした。先
ずはHPで発信し、単発のダンス指導を始め、突撃で売り込
みに走り回り（荻窪地域区民センターにも行ったのだとか！）
半年後に初めて1件の依頼が舞い込んだのは、振付指導の出
張個人レッスンでした。2018年9月から荻窪の貸しスタジオ
でダンス教室をスタートし、2年後にやっと月々の収入が安
定しました。
★荻窪でファンカヒップ創設

区民センターやレンタルスぺ―スで子ども向けレッスンを
開催していましたが、ホームベースの荻窪で2018年「ファン
カヒップ」を創設。
★コロナ禍の2020年8月スタジオ設立

清水三丁目に「FUNK-A-HIP Dance Studio」をオープン。
コナミスポーツやアンファミーユでアルバイトをしながら、
ただただ来てくれた人に満足してもらいたい一心で目の前の
ことをやってきました。
「子どもたちには、コロナ禍でも変わらない日常の経験と記

第30回

「荻窪の記憶」
こ ぼ れ ば な し

「7人兄弟の長男が働きはじめたと、おふくろが神棚に上げ
て拝んでいた」といいます。ちなみに、当時、小学生の小
遣いは1日1銭か2銭。「自転車は貴重品で、売れた自転車
を床の間に飾っていた。40円の自転車に、100円札を出
されるとお釣りがない」というのが、当時の金銭感覚でした。
18歳で受けた徴兵検査は甲種合格。行き先は予め航空
部隊と決まっていました。「航空部隊というとかっこいいけ
ど、要するに職人の集まりですよ。鍛冶屋から、大工から、
時計屋からね。時計なんか計器の担当。自分は、プロペラ
機の先のネジを切ってた。隊長といったって中島飛行機の
監督やっていたとか、腕に技術のある人たちばかり」。北
京の飛行場に丸3年いて、「日曜日は、いまの天安門広場を
ウロウロ」。北京の飛行場で終戦を迎え、危ない目には全く
合わないまま、終戦の年の暮れに帰国しました。
戦後、家業の自転車店を継いだ万田さん。やがて、日本
が高度経済成長期を迎えると、商売も最盛期を迎えます。
「ブリジストンだけで年500台。会社から金杯をもらい、
招待で新しいホテルに泊まって日本中を夫婦で旅行した」
といいます。「タウンセブンがオープンしたとき、春の売り
出しに、自転車200台、安く出せって、3年契約で。とこ
ろが2年過ぎたら周りが自転車で一杯に、3年目は中止に
なった。我々の仕事もそのころが峠……」。
荻窪と切り離すことのできない万田さんの人生。旧井荻
町の内田秀五郎町長が誘致した中島飛行機の東京工場が、
若者の人生も左右する大きな存在だったことも伝わってき
ます。

荻窪地域区民センター協議会OB　松井和男

ダンス＆エクササイズスクール
FUNK-A-HIP Dance Studio
（ファンカヒップ	ダンススタジオ）
住所：〒167-0033 東京都杉並区清水3-9-9

荻窪ダイヤモンドマンション101
TEL：080-3404-7971
ホームページ：右記二次元バーコードから

ダンス＆エクササイズスクール
FUNK-A-HIP Dance Studio

（ファンカヒップ ダンススタジオ）
シリーズ第3回は、今年9月で創業5周年を迎えるファンカヒップ。なんと最初は、インストラク
ターは自分1人、生徒は0人でした。今ではインストラクター10名、生徒は約130名を数えます。
安田麻貴さんの魅力と、これまでの歩みを伺いました。

自転車と中島飛行機
前号につづいて、荻窪で自転車店を営んでいた万田勇さ
んのお話です。大正10年（1921）生まれ、「悪

いたずら
戯っ子の天国」

だった自然が残る荻窪で、のびのびと少年時代を過ごした
万田さんは、その後、どんな人生を送ったのでしょうか。

「われわれのと
き、サラリーマン
の子供はたいて
い中学（旧制）に
行くけど、商店の
子供はよっぽど大
きな店でないと、
中学に上げてもら
えないですよ」と
いう万田さんが、

阿佐ヶ谷の杉一（現杉並第一小学校）の高等科を卒業し、
見習工として中島飛行機に就職したのは2.26事件のあっ
た昭和11年（1936）のことです。当時は、不景気から就
職難がつづいており、同社が見習い工を100人募集すると、
1,000人以上の応募があったといいます。
このとき、中島飛行機と万田さんを結びつけたのは、万
田家に間借りしていた中島飛行機の職工さんでした。大正
14年、中島飛行機の東京工場が現在の桃井原っぱ公園に
完成すると、従業員の住宅需要に応えるため、地元では貸
間や貸家が盛んになりました。子供の多い万田家でも一番
いい部屋を中島飛行機の職工さんに貸しており、勇さんの
就職には、その口利きがあったようです。
初任給は月に10円。はじめての給料をもらって帰ると、

荻窪荻窪のの人人とと
集集いのいの場場

第3回

在りし日の万田勇さん（サイクルショップ万田にて）
写真提供：すぎなみ学倶楽部

「講談鑑賞会」
～講談の魅力を目の前で楽しもう～ いきいき 朗読教室

　お盆休みのひととき、プロの講談師によ
る怪談話をじっくりとお楽しみください。
　今年も「講談出前授業」などで当協議会
が大変お世話になっている神

かん

田
だ

山
さん

緑
りょく

師匠に
「講談鑑賞会」での講演をお願いしました。
　山緑師匠は、2018年に真打に昇進、テレ
ビ、ラジオへの出演のほか、自ら講談教室を
主宰するなど幅広く活躍されています。
　もうお一人の一

いち

龍
りゅう

斎
さい

貞
てい

奈
な

さんは2022年4
月に二ツ目に昇進した女流講談師です。

　演劇のように登場人物の台詞を演じ分けるなど、ドラマチック
な朗読を初歩から楽しく学びます。毎年好評の人気講座です。

●日　時：８月12日（土）午後1時～2時30分
●会　場：荻窪地域区民センター
●定　員：30名
●参加費：200円
●演　目：当日のお楽しみ（怪談話）
＊参加を希望される方はP4をご覧ください。

●講　師：岡 摂子（ドラマティック・リーディング講師）
●日　時：10月5日・12日・19日・26日（各木曜日）

午後1時30分～3時30分
●会　場：荻窪地区区民センター　●定　員：20名
●参加費：300円　●申込締切：9月24日（日）
＊受講を希望される方はP4をご覧ください。

神田山緑

前回の講座風景

一龍齋貞奈

開催案内 講座紹介


